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陳暘孟子訓義校釈（三）

樂
書
巻
第
九
十
三

a

孟
子
訓
義

b

離
婁
上

孟
子
曰
、
離
婁
之
明
、
公
輸
子
之
巧
、
不
以
規
矩
不
能
成
方
圓

c
、
師
曠

之
聰
、
不
以
六
律
不
能
正
五
音
、
堯
舜
之
道
、
不
以
仁
政
不
能
平
治
天
下
。

今
有
仁
心
仁
聞
、
而
民
不
被
其
澤
、
不
可
法
於
後
世
者
、
不
行
先
王
之
道

也
。
故
曰
、
徒
善
不
足
以
爲
政
、
徒
法
不
能
以
自
行
。
詩
云
、
不
愆
不
忘
率

由
舊
章
。
遵
先
王
之
法
而
過
者
、
未
之
有
也
。

見
乃
謂
之
象
、
形
乃
謂
之
器
。
聖
人
明
道
之
象
以
制
器
、
即
器
之
體
以

寓
象
。
非
智
至
明
不
足
以
創
之
、
非
工
至
巧
不
足
以
述
之
。
離
婁
之
明
、

能
察
秋
毫
於
百
歩
之
外
、
智
之
至
明
者
也
。
公
輸
子
之
巧
、
能
得
意
於
運

斤
成
風
之
妙
、
工
之
至
巧
者
也
。
以
至
明
之
智
創
物
、
而
以
至
巧
之
工
述

之
、
不
能
廢
規
矩
而
成
方
圓
。
是
規
矩
非
出
於
方
圓
、
而
方
圓
之
所
自
出

者
也

d
。

述
天
地
自
然
氣
數
、
而
以
聲
通
之
、
謂
之
律
。
聲
之
曲
折
而
成
方
、
雜

比
而
成
文
、
謂
之
音
。
聖
人

e
推
日
以
配
音

f
而
以
情
質
、
因
辰
以
配

律
而
以
和
音
。
非
聽
至
聰
不
足
以
逹
之
。
師
曠
之
聰
、
能
合
乎
八
風
之

調
、
聽
之
至
聰
者
也
。
以
至
聰
之
耳
聽
樂
、
不
能
廢
六
律
而
正
五
音
。
是

六
律
非
生
於
五
音
、
而
五
音
之
所
自
生
者
也
。
蓋
方
圓
之
所
成
、
五
音
之

所
正
、
必
本
於
天
性
之
聰
明
、
成
於
人
爲
之
法
度
。
然
則
堯
舜
雖
有
亶
聰

明
作
元
后
之
道
、
苟
不
資
法
度
之
粗
以
爲
仁
政
、
其
能
平
治
天
下
、
使
之

各
當
其
分
、
而
不
亂
哉
。
傳
曰
、
巧
者
能
生
規
矩
、
不
能
廢
規
矩
而
正
方

圓
、
聖
人
能
生
法
、
不
能
廢
法
而
治
國

g

。
亦
是
意
也
。

今
夫
始
萬
物

h
者
道
也
、
非
仁
政
不
行
。
繼
道
者
仁
政
也
、
非
道
不

立
。
堯
舜
不
以
仁
政
不
能
平
治
天
下
、
則
所
謂
道
者
乃
所
以
在
之
也
。
堯

典
所
言
皆
道
、
所
以
在
天
下
。
舜
典
所
言
皆
政
、
所
以
治
之
。
在
之
本
也

i
、

治
之
末
也
。
堯
舜
一
道
、
史
之
所
言
如
此
、
相
爲
終
始
而
已
。

人
君
有
仁
聲
仁
聞
、
猶
離
婁
之
有
明
、
公
輸
子
之
有
巧
、
師
曠
之
有
聰

也
。
有
仁
政
、
猶
離
婁
公
輸
子
之
以
規
矩
、
師
曠
之
以
六
律
也
。
根
諸

中
、
有
不
忍
之
仁
心
、
形
諸
外
、
有
足
聽
之
仁
聞
。
固
宜
近
有
以
澤
天

下
、
遠
有
以
法
後
世
。
然
且
不
足
致
此
者
、
非
他
、
不
行
先
王
仁
政
之
道

云
爾
。
有
仁
心
仁
聞
、
而
不
遵
先
王
之
法
、
謂
之
徒
善
。
有
先
王
之
法
、

而
無
仁
心
仁
聞
、
謂
之
徒
法
。

陳
暘
孟
子
訓
義
校
釈
（
三
）

児
玉
憲
明
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齊
王
恩
足
及
禽
獸
、
而
功
不
加
百
姓
、
其
心
非
不
善
也
、
而
無
益
於

政
。
徒
善
不
足
以
爲
政
故
也
。
禹
之
法
非
亡
、
而
夏
不
世
王
、
其
法
非
不

美
也
、
而
無
益
於
行
。
徒
法
不
能
以
自
行
故
也
。

苟
主
於
中
者
有
仁
心
仁
聞
之
善
而
輔
之
以
先
王
之
法
、
正
於
外
者
有
先

王
之
法
而
主
之
以
仁
心
仁
聞
。
然
猶
其
善
不
足
以
爲
政
、
其
法
不
能
以
自

行
、
自
古
迨
今
、
未
之
聞
也
。
離
婁
之
明
、
公
輸
子
之
巧
、
師
曠
之
聰
、

聖
人
之
法
、
不
可
廢
於
天
下
如
此
。

莊
周
反
謂
膠
離
朱
之
目
天
下
人
始
含
其
明
、
欐

j
工
倕

k
之
指
天
下
人

始
有
其
巧
、
塞
瞽
曠
之
耳
天
下
人
始
含
其
聰
、
殫
殘
天
下
之
聖
法
而
民
始

可
與
論
議
。
蓋
非
一
曲
之
論
、
將
以
復
道
之
本
故
也
。

［
校
勘
］

a　
「
樂
書
巻
第
九
十
三
」　

四
庫
全
書
本
は
「
樂
書
巻
九
十
三
」
に
作

る
。
ま
た
四
庫
全
書
本
に
は
こ
の
行
の
前
に
「
欽
定
四
庫
全
書
」
の
一

行
が
あ
る
。

b　

四
庫
全
書
本
は
、「
樂
書
巻
九
十
三
」
と
「
孟
子
訓
義
」
の
間
に

「
宋
陳
暘
撰
」
の
一
行
が
あ
る
。
方
濬
師
本
に
は
「
宋
宣
徳
郎
秘
書
省

正
字
陳
暘
譔
」
の
一
行
が
あ
る
。

c　
「
方
圓
」　

諸
本
同
じ
。
現
行
『
孟
子
』
は
「
方
員
」
に
作
る
。

d　
「
所
自
出
者
也
」　

方
濬
師
本
「
者
」
な
し
。

e　
「
聖
人
」　

方
濬
師
本
「
聖
人
」
の
上
に
「
而
」
あ
り
。

f　
「
推
日
以
配
音
」　

方
濬
師
本
「
推
日
以
配
者
」
に
作
る
。

g　
「
治
國
」　

方
濬
師
本
「
治
亂
」
に
作
る
。

h　
「
始
萬
物
」　

方
濬
師
本
「
治
萬
物
」
に
作
る
。

i　
「
在
之
本
也
」　

方
濬
師
本
「
正
之
本
也
」
に
作
る
。

j　
「
欐
」　

諸
本
同
じ
。『
莊
子
』
現
行
諸
本
は
「
攦
」
に
作
る
。

k　
「
工
倕
」　

四
庫
全
書
本
「
公
倕
」
に
作
る
。『
莊
子
』
現
行
諸
本
は

「
工
倕
」。

　［
訳
］離

婁
の
明
、
公
輸
子
の
巧
も
、
規
矩
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
方
圓
を
成
す
能

は
ず
。
師
曠
の
聰
も
、
六
律
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
五
音
を
正
す
能
は
ず
。
堯

舜
の
道
も
、
仁
政
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
天
下
を
平
治
す
る
能
は
ず
。
今
、
仁

心
仁
聞
有
る
も
、
民
は
其
の
澤
を
被
ら
ず
、
後
世
に
法
と
な
る
可
か
ら
ざ

る
は
、
先
王
の
道
を
行
は
ざ
れ
ば
な
り
。
故
に
曰
く
、「
徒
善
は
以
て
政

を
爲
す
に
足
ら
ず
、
徒
法
は
以
て
自
ら
行
ふ
に
足
ら
ず
」
と
。
詩
に
云

ふ
、「
愆
ら
ず
忘
れ
ず
、
舊
章
に
率
ひ
由
る
」
と
。
先
王
の
法
に
遵
ひ
て

過
つ
者
は
、
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
。

「
見
は
る
れ
ば
之
を
象
と
謂
ひ
、
形
あ
れ
ば
之
を
器
と
謂
ふ

1
」
の
で
あ

る
。
聖
人
は
「
道
の
象
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
器
を
製
作
し

た
の
で
あ
り
、「
器
の
体
」
に
よ
っ
て
そ
こ
に
「
象
」
を
寓
し
た
の
で
あ
る
。

知
覚
が
き
わ
め
て
鋭
敏
で
な
け
れ
ば
創
造
で
き
な
い
し
、
技
術
が
き
わ
め
て

巧
妙
で
な
け
れ
ば
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
離
婁
の
視
力
は
、
百
歩
離
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
秋
毫
（
獣
類
の
秋
に
生
え
る
細
毛
）
を
見
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
知
覚
が
き
わ
め
て
鋭
敏
な
者
で
あ
る
。
公
輸
子
の
技
術
は
、
斧
を
振
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り
回
し
て
風
を
起
こ
す
よ
う
な
妙
技

2
を
得
意
と
し
た
。
技
術
が
き
わ
め
て

巧
妙
な
者
で
あ
る
。
最
高
の
知
覚
に
よ
っ
て
物
を
創
造
し
、
最
高
の
技
量
で

そ
れ
を
伝
え
る
と
し
て
も
、
コ
ン
パ
ス
と
物
差
を
使
わ
ず
に
四
角
形
や
円
を

描
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
コ
ン
パ
ス
や
物
差
な
ど
の
道
具
は
、
四

角
形
や
円
と
い
う
図
形
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
（
道

具
）
か
ら
四
角
形
や
円
な
ど
の
図
形
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。天

地
自
然
の
気
の
法
則
性
を
観
察
し
音
響
に
よ
っ
て
そ
の
法
則
を
明
ら
か

に
し
た
も
の
が
「
律
」
で
あ
る
。
音
響
が
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
て
一
定
の
規

則
に
従
っ
て
音
階
を
形
成
し
、
音
を
さ
ま
ざ
ま
に
組
み
合
わ
せ
て
美
し
い

音
楽
と
し
た
も
の
が
「
音
」
で
あ
る

3
。
聖
人
は
暦
法
の
「
日
」
の
法
則
を

考
え
て
そ
れ
を
「
五
音
」
に
配
当
し
て
人
の
本
性
を
正
し
、「
十
二
辰
」
の

法
則
に
も
と
づ
い
て
そ
れ
を
「
十
二
律
」
に
配
当
し
て
「
八
音
（
八
種
の

楽
器
）」
を
協
和
さ
せ
る
の
で
あ
る

4
。
聴
覚
が
き
わ
め
て
鋭
敏
な
者
で
な

け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
。
師
曠
の
音
感
の
よ
さ

は
、
八
風
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
聴
覚
が
き
わ
め
て
鋭
敏
な
者
で

あ
る
。
最
高
に
鋭
敏
な
聴
覚
に
よ
っ
て
楽
を
聴
く
の
だ
が
、
六
律
と
い
う
道

具
を
使
わ
ず
に
五
音
音
階
を
正
し
く
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
六

律
は
、
五
音
音
階
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
五
音
音
階
が
そ
こ

か
ら
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
四
角
や
円
が
正
確
に
描
か

れ
五
音
音
階
が
正
し
く
定
め
ら
れ
る
に
は
、
必
ず
天
性
の
聡
明
さ
に
も
と
づ

き
つ
つ
、
人
為
的
な
法
則
に
従
っ
て
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か

ら
、
堯
・
舜
に
は
「
ま
こ
と
に
聡
明
な
る
も
の
元
后
と
な
る

5
」
と
い
う
大

方
針
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
か
り
に
法
則
制
度
に
よ
る
枠
組
み
に
頼
ら
ず
に
仁

政
を
お
こ
な
っ
た
と
し
た
ら
、
は
た
し
て
天
下
を
太
平
に
し
て
人
を
ふ
さ
わ

し
い
位
置
に
落
ち
着
け
て
乱
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
で
き
た
で
あ
ろ
う

か
。
伝
に
「
巧
者
は
規
矩
を
作
る
能
力
が
あ
る
。
規
矩
を
棄
て
て
方
円
を
正

し
く
描
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
聖
人
は
法
を
作
る
能
力
が
あ
る
。
法
を
棄
て

て
国
を
治
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

6
」
と
言
う
の
も
、
ま
た
こ
の
こ
と
で
あ

る
。そ

も
そ
も
万
物
を
生
み
出
す
根
源
は
道
で
あ
る
が
、
仁
政
な
く
し
て
そ
の

力
は
発
揮
さ
れ
な
い
。
道
の
働
き
を
継
承
し
て
実
践
す
る
の
が
仁
政
で
あ
る

が
、
道
な
く
し
て
仁
政
は
成
り
立
た
な
い
。「
堯
舜
も
、
仁
政
を
以
て
せ
ざ

れ
ば
天
下
を
平
治
す
る
能
は
ず
」
な
の
だ
か
ら
、
道
な
る
も
の
は
存
在
す
る

基
盤
な
の
で
あ
る
。『
尚
書
』
の
「
堯
典
」
の
述
べ
る
も
の
は
す
べ
て
道
で

あ
り
天
下
に
存
在
す
る
根
拠
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
「
舜
典
」
の
述
べ
る
も
の

は
す
べ
て
政
治
で
あ
り
、
天
下
を
治
め
る
手
段
で
あ
る

7
。
存
在
す
る
こ
と

は
本
で
あ
り
、
治
め
る
こ
と
は
末
で
あ
る
。
堯
と
舜
の
あ
り
か
た
は
ま
っ
た

く
同
一
の
道
で
あ
る
。
史
書
の
記
録
は
こ
の
よ
う
に
終
始
が
整
い
、
全
体
で

完
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

君
主
に
仁
声
と
仁
聞

8
が
あ
る
の
は
、
離
婁
の
す
ぐ
れ
た
視
力
、
公
輸
子

の
高
い
技
術
、
師
曠
の
秀
で
た
音
感
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。〔
人
君
が
〕

仁
政
を
お
こ
な
う
の
は
、
離
婁
や
公
輸
子
が
コ
ン
パ
ス
と
物
差
を
用
い
、
師

曠
が
六
律
を
用
い
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
内
面
に
根
ざ
す
「
人
に
忍
び

ざ
る
仁
心
」
を
持
ち
、
こ
れ
を
外
に
発
現
し
て
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
仁
者

と
し
て
の
名
声
を
持
つ
な
ら
、
近
く
に
は
天
下
に
恩
沢
を
施
し
、
遠
く
に
は
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後
世
の
模
範
と
な
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
達
成
困
難
な
の
は
、
ほ
か
で
も

な
い
、
先
王
の
仁
政
の
道
を
お
こ
な
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
仁
心
と
仁
聞
が

あ
り
な
が
ら
先
王
の
や
り
方
を
と
ら
な
い
こ
と
、
こ
れ
を
「
徒
善
」（
実
現

手
段
を
欠
い
た
善
意
）
と
い
う
。
先
王
の
や
り
方
を
お
こ
な
い
な
が
ら
仁
心

と
仁
聞
が
な
い
こ
と
、
こ
れ
を
「
徒
法
」（
目
標
を
欠
い
た
技
術
）
と
い
う
。

齊
王
は
、
そ
の
恩
愛
を
禽
獣
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
そ
の

効
果
が
人
民
に
は
届
い
て
い
な
い
。
王
の
心
が
善
で
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
行
政
に
お
い
て
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
の
は
、「
徒
善

で
は
政
治
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
禹
の
や
り
か
た

は
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
夏
王
室
は
永
世
、
王
者
と
し
て
君
臨
し

な
か
っ
た
。
そ
の
や
り
方
が
す
ぐ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

9
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
行
政
に
お
い
て
有
効
に
機
能
し
て
い
な
い
の
は
、「
徒
法
そ

れ
自
身
が
働
く
こ
と
が
で
き
な
い

10
」
か
ら
で
あ
る
。

も
し
も
内
面
に
は
仁
心
と
仁
聞
が
し
っ
か
り
と
あ
り
、
加
え
て
そ
れ
を
先

王
の
法
の
助
け
に
よ
っ
て
実
行
す
る
者
、
あ
る
い
は
外
面
に
は
先
王
の
法
を

し
っ
か
り
と
示
し
、
そ
の
う
え
根
本
を
仁
心
と
仁
聞
に
お
く
者
、
こ
う
し
た

や
り
か
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
そ
の
善
は
以
て
政
を
爲
す
に
足
ら
ず
、
そ
の

法
は
以
て
自
ら
行
ふ
に
足
ら
ず
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
昔
か
ら
現
在
ま

で
聞
い
た
た
め
し
が
な
い
。
離
婁
の
視
力
、
公
輸
子
の
技
術
、
師
曠
の
音

感
、
聖
人
の
法
、
こ
れ
ら
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
以
上
の
と
お
り
で

あ
る
。

莊
周
は
そ
う
し
た
考
え
に
反
し
て
言
う
。「
離
朱
の
目
を
膠
で
ふ
さ
い
で

初
め
て
天
下
の
人
は
本
来
の
視
力
を
回
復
す
る
。
工
倕
の
指
を
だ
め
に
し
て

初
め
て
人
は
本
来
の
技
術
を
回
復
す
る
。
瞽
曠
の
耳
を
塞
い
で
初
め
て
天
下

の
人
は
本
来
の
聴
力
を
回
復
す
る
。
天
下
の
聖
典
を
す
べ
て
破
棄
し
て
初
め

て
民
衆
は
議
論
し
あ
え
る
よ
う
に
な
る

11
」
と
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
偏
向
し

た
論
で
は
な
い
。
道
の
根
本
に
復
帰
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

［
注
］1　

『
周
易
』（
繋
辭
上
傳
）
に
よ
る
。「
乾
」「
坤
」「
変
」「
通
」「
象
」

「
器
」「
法
」「
神
」
を
定
義
す
る
一
節
の
句
で
あ
る
。「
扉
を
閉
ざ
す
こ

と
が
〈
坤
〉、
扉
を
開
く
こ
と
が
〈
乾
〉、
閉
じ
た
り
開
い
た
り
す
る
の

が
〈
変
〉、
変
化
が
続
い
て
窮
ま
り
な
い
の
が
〈
通
〉、〈
変
〉〈
通
〉
の

結
果
が
卦
爻
と
な
っ
て
現
れ
る
の
が
〈
象
〉、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
実

際
に
作
ら
れ
る
の
が
〈
器
〉、
そ
れ
を
実
用
に
供
す
る
の
が
〈
法
〉、
民

衆
が
こ
れ
を
最
大
限
に
活
用
す
る
の
が
〈
神
〉
で
あ
る
（
闔
戶
謂
之

坤
、
闢
戶
謂
之
乾
、
一
闔
一
闢
謂
之
變
、
往
來
不
窮
謂
之
通
、
見
乃
謂

之
象
、
形
乃
謂
之
器
、
制
而
用
之
謂
之
法
、
利
用
出
入
、
民
咸
用
之
謂

之
神
）」
と
あ
る
。

2　
『
莊
子
』（
徐
無
鬼
篇
）
に
見
え
る
逸
話
に
よ
る
。
あ
る
人
が
鼻
先
に

ご
く
薄
く
壁
土
を
塗
り
、
そ
れ
を
大
工
の
棟
梁
の
匠
石
に
削
り
取
ら
せ

た
が
、
匠
石
は
た
だ
無
造
作
に
斧
を
振
り
回
し
、
鼻
は
無
傷
だ
っ
た
と

い
う
話
。「
匠
石
は
斤
を
運
ら
し
て
風
を
成
し
、
ま
か
せ
て
之
を
き
る

（
匠
石
運
斤
成
風
、
聽
而
斲
之
）」
と
あ
る
。

3　
「
音
」
の
定
義
は
、
鄭
玄
（『
禮
記
』
樂
記
の
冒
頭
の
注
）
に
よ
る
。
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「
音
階
の
構
成
音
が
入
り
交
じ
っ
て
鳴
り
響
く
の
が
〈
音
〉
で
、
単
独

で
鳴
る
の
は
〈
声
〉
で
あ
る
（
宮
商
角
徴
羽
、
雜
比
曰
音
、
單
出
曰

聲
）」
と
あ
る
。
こ
れ
に
も
と
づ
く
注
解
は
『
樂
書
』
に
頻
出
す
る
。

「
單
出
者
樂
之
聲
也
、
曲
折
成
方
、
交
錯
成
文
而
雜
比
者
、
樂
之
音

也
」（『
樂
書
』
巻
第
九
）、「
單
出
爲
聲
、
雜
比
爲
音
」（『
樂
書
』
巻
第

六
十
一
）
な
ど
。

4　

揚
雄
『
太
玄
』（
太
玄
數
）
の
「
聲
は
日
に
生
じ
、
律
は
辰
に
生
ず
。

聲
も
っ
て
質
を
情
し
、
律
も
っ
て
聲
を
和
し
、
聲
律
あ
ひ
協
し
て
八
風

生
ず
（
聲
生
於
日
、
律
生
於
辰
、
聲
以
情
質
、
律
以
和
聲
、
聲
律
相
協

而
八
風
生
）」
と
あ
る
の
に
似
る
。『
太
玄
』
は
「
十
干
」
を
「
五
聲
」

に
配
当
し
、
陳
暘
は
「
音
」
を
「
日
」
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
陳
暘
の

言
う
「
音
」
は
こ
こ
で
は
「
五
聲
」
の
こ
と
か
。「
十
二
律
」
と
「
十
二

支
（
十
二
辰
）」
の
結
合
は
『
太
玄
』
と
同
じ
で
あ
る
。
類
似
の
理
論

は
『
淮
南
子
』（
天
文
訓
）
に
原
型
が
あ
る
。
た
だ
し
『
淮
南
子
』
で

は
「
五
聲
」
を
「
五
音
」
と
し
て
い
る
。「
律
を
辰
に
当
て
、
音
を
日

に
当
て
る
（
律
以
當
辰
、
音
以
當
日
）」
と
あ
る
。「
情
質
」
の
「
情
」

は
、「
正
す
」
の
意
。

5　
『
尚
書
』（
泰
誓
上
）
に
よ
る
。
紂
王
討
伐
に
立
っ
た
周
の
武
王
が

誓
っ
た
言
葉
の
一
部
で
あ
る
。「
ほ
ん
と
う
に
〈
聰
明
〉
な
者
が
大
い

な
る
君
主
と
な
る
（
亶
聰
明
作
元
后
）」
と
あ
る
。「
離
婁
の
〈
明
〉」

「
師
曠
の
〈
聰
〉」
を
解
釈
す
る
た
め
に
「
聰
明
」
の
句
を
含
む
一
節
を

利
用
し
た
の
で
あ
る
。

6　
『
管
子
』（
法
法
）
に
よ
る
。「
訓
義
」
の
引
用
は
『
管
子
』
に
同
じ
。

7　

堯
と
舜
の
相
違
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
酷
似
す
る
論
が
『
河
南
程

氏
遺
書
』（
巻
第
二
十
二
上
）
に
引
く
王
安
石
の
語
に
あ
る
。
亨
仲
な

る
人
の
質
問
と
し
て
「
又
問
ふ
、
介
甫
言
ふ
、
堯
は
天
道
を
行
ひ
て
以

て
人
を
治
む
、
舜
は
人
道
を
行
ひ
て
以
て
天
に
事
ふ
、
と
は
如
何
（
又

問
、
介
甫
言
、
堯
行
天
道
以
治
人
、
舜
行
人
道
以
事
天
、
如
何
）」
と

あ
る
。
ま
た
『
南
華
眞
經
義
海
纂
微
』（
巻
第
四
十
二
）
に
引
く
「
詳

道
註
」
に
「
堯
舜
の
道
は
一
な
り
、
堯
は
天
道
を
行
ひ
て
言
ふ
所
の
者

は
人
な
り
。
舜
は
天
道
を
行
ひ
て
言
ふ
所
の
者
は
天
な
り
（
堯
行
天
道

而
所
言
者
人
、
舜
行
人
道
而
所
言
者
天
）」
と
あ
る
。「
詳
道
」
は
陳
祥

道
す
な
わ
ち
陳
暘
の
兄
か
。「
詳
道
註
」
は
一
見
こ
こ
の
「
訓
義
」
に

似
る
が
、『
莊
子
』（
天
道
篇
）
本
文
お
よ
び
「
詳
道
註
」
の
趣
旨
は
、

人
道
を
重
視
す
る
堯
よ
り
、
い
っ
さ
い
を
無
為
の
「
天
」
に
委
ね
る
舜

を
上
位
に
置
く
も
の
で
あ
り
、「
訓
義
」
の
論
旨
と
は
異
な
る
。

8　

原
文
に
「
仁
聲
仁
聞
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
は
『
孟
子
』
本
文
を
踏
ま

え
た
箇
所
な
の
で
「
仁
心
仁
聞
」（
仁
愛
の
心
と
仁
者
と
し
て
の
評
判
）

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。「
訓
義
」
の
以
下
の
文
で
は
す
べ
て
「
仁
心
仁

聞
」
と
な
っ
て
お
り
『
孟
子
』
に
一
致
す
る
。
こ
こ
は
誤
記
で
あ
ろ

う
。

9　
『
荀
子
』（
君
道
）
に
よ
る
。「
禹
の
政
治
の
手
段
は
今
も
伝
わ
っ
て

い
る
が
、
夏
王
朝
は
永
代
続
い
て
は
い
な
い
。
つ
ま
り
法
は
そ
れ
自
身

で
存
続
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
条
例
は
そ
れ
自
身
で
施
行
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
し
か
る
べ
き
人
が
い
れ
ば
存
続
す
る
し
、
そ
う
い
う
人
が
い

な
け
れ
ば
機
能
は
失
わ
れ
る
（
禹
之
法
猶
存
、
而
夏
不
世
王
、
故
法
不
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能
獨
立
、
類
不
能
自
行
、
得
其
人
則
存
、
失
其
人
則
亡
）」
と
あ
る
。

10　
「
徒
法
不
能
以
自
行
」
は
、『
孟
子
疏
』（〈
偽
〉
孫
奭
）
の
「
規
矩
や

六
律
の
法
は
、
自
身
で
働
く
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
を
使
う
人
が
い
て

活
用
さ
れ
て
は
じ
め
て
正
確
な
図
形
が
描
か
れ
、
音
階
が
整
え
ら
れ
る

（
以
其
規
矩
六
律
之
法
、
不
能
自
行
之
、
必
待
人
而
用
之
、
然
後
能
成

其
法
員
、
正
其
五
音
也
）」
に
沿
っ
て
理
解
し
た
。

11　
『
莊
子
』（
胠
篋
篇
）
に
よ
る
。「
訓
義
」
は
原
文
を
短
縮
し
文
章
の

順
序
を
少
し
変
更
し
て
い
る
。

聖
人
既
竭
目
力
焉
、
繼
之
以
規
矩
凖
繩
、
以
爲
方
員
平
直
、
不
可
勝
用

也
。
既
竭
耳
力
焉
、
繼
之
以
六
律
、
正
五
音
、
不
可
勝
用
也
。
既
竭
心
思

焉
、
繼
之
以
不
忍
人
之
政
、
而
仁
覆
天
下
矣
。

衡
運
生
規
、
規
圓
生
矩
、
矩
方
生
繩
、
繩
直
生
凖
。
所
謂
規
矩
者
正
方

圓
之
器
也
、
凖
繩
者
正
平
直
之
器
也
。
離
婁
之
明
止
於
目
之
所
視
、
而
聖

人
竭
目
力
焉
、
則
能
内
視
無
形
、
而
極
乎
離
婁
之
所
不
能
見
。
師
曠
之
聰

止
於
耳
之
所
能
聽
、
而
聖
人
竭
耳
力
焉
、
則
能
反
聽
於
無
聲
、
而
極
乎
師

曠
之
所
不
能
聞
。

明
雖
足
以
極
離
婁
之
所
不
能
視
、
非
繼
之
以
規
矩
凖
繩
、
不
足
以
正
方

圓
平
直
之
器
。
聰
雖
足
以
極
師
曠
之
所
不
能
聞
、
非
繼
之
以
六
律
、
不
足

以
正
宮
商
角
徵
羽
之
音
。

昔
舜
欲
作
十
二
章
之
服
以
行
典
禮
、
必
命
禹
以
明
之
、
察
音
律
之
變
以

在
治
忽
、
必
命
禹
以
聽
之
、
以
禹
爲
能
竭
耳
目
之
力
故
也
。
作
服
必
觀
古

人
之
象
、
審
音
必
本
於
六
律
、
豈
繼
之
規
矩
凖
繩
六
律
之
意
邪
。
彼
其
於

器
械
聲
音
之
小
者
猶
若
是
。
况
宰
制
天
下
統
一
海
内

a
、
雖
竭
心
思
以
盡

精
微
之
妙
如
之
、
何
不
繼
以
不
忍
人
之
仁
政
哉
。
先
王
有
不
忍
人
之
仁

心
、
斯
有
不
忍
人
之
仁
政
。
以
不
忍
人
之
仁
心
、
行
不
忍
人
之
仁
政
、
其

兼
愛
足
以
仁
民
、
其
愽
愛

b
足
以
愛
物
。
凡
在
天
地
之
間
、
體
性
抱
情

者
、
吾
之
仁
均
有
以
周
覆
之
。
所
謂
仁
覆
天
下
如
此
而
已
。
周
官
天
子
執

冒
圭
以
朝
諸
侯
。
圭
以
鋭
爲
用
、
象
天
有
生
物
之
仁
、
則
其
命
之
以
冐

者
、
豈
亦
仁
覆
天
下
之
意
歟
。

然
於
耳
目
言
力
、
於
心
言
思
者
、
蓋
人
以
心
爲
君
無
爲
以
運
其
思
於

内
、
以
耳
目
爲
官
有
爲
以
竭
其
力
於
外
故
也
。

［
校
勘
］

a　
「
况
宰
制
天
下
統
一
海
内
」　

宋
刊
本
、
四
庫
全
書
本
、
方
濬
師
本

「
况
宰
制
天
下
乎
一
海
内
」
に
作
る
。　

b　
「
愽
愛
」　

四
庫
全
書
本
、
方
濬
師
本
「
博
愛
」
に
作
る
。
二
字
、
通

じ
る
。

［
訳
］聖

人
は
既
に
目
の
力
を
竭
く
し
、
之
に
繼
ぐ
に
規
矩
凖
繩
を
以
て
す
。

以
て
方
員
平
直
を
爲
す
こ
と
勝
げ
て
用
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
既
に
耳
の

力
を
竭
く
し
、
之
に
繼
ぐ
に
六
律
を
以
て
す
。
五
音
を
正
す
こ
と
勝
げ
て

用
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
既
に
心
の
思
を
竭
く
し
、
之
に
繼
ぐ
に
人
に
忍
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び
ざ
る
の
政
を
以
て
し
て
、
仁
は
天
下
を
覆
ふ
。

「
衡
は
回
転
し
て
規
を
生
じ
、
規
は
円
形
で
そ
こ
か
ら
矩
を
生
じ
、
矩
は

方
形
で
そ
こ
か
ら
縄
を
生
じ
、
縄
は
垂
直
で
そ
こ
か
ら
準
を
生
ず

1
」
と
言

う
。
規
・
矩
は
四
角
と
円
形
を
正
確
に
求
め
る
道
具
で
あ
り
、
凖
・
縄
は
水

平
と
垂
直
を
正
確
に
求
め
る
道
具
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
離
婁
の
視
力
は

肉
眼
で
見
え
る
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
聖
人
は
視
力
を
余
す
所
な
く

使
う
の
で
心
の
内
で
形
の
な
い
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
離
婁
の
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
極
め
尽
く
す
。
師
曠
の
聴
力
は
耳
で
聞
く
こ
と

の
で
き
る
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
聖
人
は
聴
力
を
余
す
所
な
く
使
う

の
で
か
え
っ
て
音
の
な
い
も
の
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
師
曠
の
聞
く
こ
と
の

で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
極
め
尽
く
す
。

視
力
の
良
さ
は
、
離
婁
の
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
ま
で
極
め
尽
く
す

と
は
い
え
、
規
・
矩
・
凖
・
縄
の
補
助
を
利
用
し
な
け
れ
ば
方
形
・
円
形
・

水
平
・
垂
直
の
道
具
を
正
し
く
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る

2
。
音

感
の
良
さ
は
、
師
曠
の
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
ま
で
極
め
尽
く
す
と
は

い
え
、
そ
の
う
え
で
六
律
の
補
助
を
利
用
し
な
け
れ
ば
宮
商
角
徴
羽
の
音
を

正
し
く
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

昔
、
舜
は
十
二
種
の
文
様
の
服
を
作
っ
て
典
礼
を
お
こ
な
お
う
と
し
た

が
、
き
ま
っ
て
禹
に
命
じ
て
そ
れ
を
点
検
さ
せ
た

3
。
音
律
の
変
化
を
観
測

し
て
政
治
の
得
失
を
知
ろ
う
と
し
た
が
、
き
ま
っ
て
禹
に
命
じ
て
そ
れ
を
聞

か
せ
た

4
。
禹
が
耳
と
目
の
力
を
余
す
所
な
く
発
揮
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

服
を
作
る
に
は
古
人
の
様
式
を
参
照
し
、
音
を
知
る
に
は
必
ず
六
律
を
根
拠

と
す
る
の
は
、「
之
に
繼
ぐ
に
規
矩
凖
繩
六
律
を
以
て
す
」
と
同
じ
趣
旨
で

あ
ろ
う

5
。
器
具
や
音
律
の
よ
う
な
些
事
で
す
ら
こ
う
で
あ
る
。
ま
し
て
や

天
下
を
経
営
し
国
内
を
統
一
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
心
の
思
慮
を
尽
く
し
て

精
緻
微
妙
を
き
わ
め
た
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
「
人
に
忍
び
ざ
る
の
仁
政
」

の
助
け
を
借
り
て
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
先
王
は
「
人
に
忍
び

ざ
る
仁
心
」
を
持
て
ば
「
人
に
忍
び
ざ
る
仁
政
」
が
あ
る
の
だ
。「
人
に
忍

び
ざ
る
仁
心
」
を
持
っ
て
「
人
に
忍
び
ざ
る
仁
政
」
を
実
行
す
れ
ば
、
そ
の

兼
ね
愛
す
る
心
は
民
に
仁
を
施
す
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
博

く
愛
す
る
心
は
万
物
を
愛
す
る
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
も
の
と
な
る
。
天
地
の
間

に
存
在
し
て
性
・
情
を
持
つ
も
の
に
対
し
て
は
、
自
身
の
仁
が
あ
ま
ね
く
覆

い
つ
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
孟
子
の
言
う
「
仁
は
天
下
を
覆
ふ
」

と
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。『
周
官
』
に
よ
る
と
、
天
子
は
冒
圭
を
手
に
執
っ

て
諸
侯
の
朝
見
を
受
け
る

6
。
圭
は
、「
鋭
い
」
こ
と
が
そ
の
性
質
で
、
天

に
万
物
を
生
む
仁
愛
の
心
が
あ
る
こ
と
を
か
た
ど
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
、
こ

れ
を
「
冒
」
と
称
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
た
「
仁
は
天
下
を
覆
ふ
」
と
い
う
意

味
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
耳
と
目
に
つ
い
て
述
べ
る
と
き
は
「
力
」
と
言
い
、
心

の
場
合
は
「
思
」
と
言
う
理
由
は
な
に
か
。
つ
ま
り
、
人
に
あ
っ
て
は
心
は

君
主
で
あ
り
、
な
に
も
せ
ず
（
無
為
）
に
内
面
で
思
慮
を
働
か
せ
、
い
っ
ぽ

う
耳
や
目
は
官
吏
と
し
て
仕
事
が
あ
り
（
有
為
）
そ
の
能
力
を
余
さ
ず
外
に

働
か
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

［
注
］
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1　
『
漢
書
』
律
暦
志
（
上
）
に
よ
る
。「
權
與
物
鈞
而
生
衡
、
衡
運
生

規
、
規
圜
生
矩
、
矩
方
生
繩
、
繩
直
生
準
、
準
正
則
平
衡
而
鈞
權
矣
、

是
爲
五
則
」
と
あ
る
。

2　

原
文
に
「
不
足
以
正
方
圓
平
直
之
器
」
と
あ
る
。「
方
円
平
直
」
は

道
具
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
図
形
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は
論

理
が
お
か
し
い
。「
之
器
」
の
二
字
は
、
下
文
の
「
不
足
以
正
宮
商
角

徵
羽
之
音
（
以
て
宮
商
角
徵
羽
の
音
を
正
す
に
足
り
ず
）」
に
引
き
ず

ら
れ
た
衍
文
で
あ
ろ
う
か
。「
之
器
」
の
二
字
を
削
る
と
「（
規
矩
凖
縄

の
助
け
に
よ
ら
な
け
れ
ば
）
方
形
・
円
形
・
水
平
・
垂
直
を
正
す
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
な
り
、
通
じ
る
。

3　
『
尚
書
』（
益
稷
）
に
よ
る
。
舜
が
禹
に
向
か
っ
て
、
左
右
の
臣
下
の

補
佐
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
に
続
け
て
言
っ
た
言
葉
。
す

な
わ
ち
「
余
は
古
人
の
定
め
た
衣
裳
の
文
様
を
世
に
示
し
た
い
と
考
え

る
。
太
陽
、
月
、
星
、
山
、
龍
、
虫
を
上
着
に
描
き
、
獣
、
草
、
火
、

米
、
斧
、
弓
を
裳
す
そ
に
縫
い
取
り
し
、
五
色
を
美
し
く
五
種
の
布
に

描
い
て
服
装
と
し
て
尊
卑
の
序
列
を
示
し
た
い
。
お
前
は
こ
れ
を
明
ら

か
に
せ
よ
（
予
欲
觀
古
人
之
象
、
日
、
月
、
星
辰
、
山
、
龍
、
華
蟲
、

作
會
。
宗
彝
、
藻
、
火
、
粉
米
、
黼
、
黻
、
絺
繡
。
以
五
采
彰
施
于
五

色
、
作
服
。
汝
明
）」
と
あ
る
。
鄭
玄
は
『
周
禮
』（
司
服
）
の
注
に
こ

の
『
尚
書
』
の
文
を
引
い
て
「
こ
れ
は
昔
の
天
子
の
十
二
種
の
冕
服

で
、
舜
が
天
下
に
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
此
古
天
子
冕
服
十
二

章
、
舜
欲
觀
焉
）」
と
い
う
。

4　
『
尚
書
』（
益
稷
）
に
よ
る
。
注
3
に
続
く
文
。「
余
は
六
律
・
五
声
・

八
音
を
聞
い
て
政
治
の
得
失
を
明
ら
か
に
し
、
仁
義
礼
智
信
の
五
徳
の

言
葉
を
出
納
し
よ
う
と
思
う
。
お
前
は
こ
れ
を
よ
く
聞
け
（
予
欲
聞
六

律
五
聲
八
音
、
在
治
忽
、
以
出
納
五
言
。
汝
聽
）」
と
あ
る
。

5　

原
文
は
「
豈
繼
之
規
矩
凖
繩
六
律
之
意
邪
」。
こ
こ
は
『
孟
子
』
本

文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
示
す
部
分
で
あ
る
か
ら
「
豈
繼
之
以
規
矩
凖

繩
六
律
之
意
邪
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
「
訓
義
」
は
「
以
」
の
字

を
欠
い
て
い
る
。
補
っ
て
解
釈
し
た
。

6　
『
周
官
』（
考
工
記
）「
玉
人
」
に
「
天
子
執
冒
四
寸
以
朝
諸
侯
」
と

あ
る
の
に
よ
る
か
。
鄭
玄
の
注
に
「
名
玉
曰
冒
者
、
言
徳
能
覆
天
下
也

（
玉
器
を
冒
と
名
付
け
た
の
は
、
徳
が
よ
く
天
下
を
覆
う
こ
と
を
示
し

て
い
る
）」
と
あ
り
、「
訓
義
」
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

有
孺
子
歌
曰
、
滄
浪
之
水
清
兮
可
以
濯
我
纓
、
滄
浪
之
水
濁
兮
可
以
濯
我

足
。
孔
子
曰
、
小
子
聽
之
、
清
斯
濯
纓
、
濁
斯
濯
足
矣
、
自
取
之
也
。

水
之
爲
物
、
其
出
有
源
、
其
行
有
委
。
得
其
地
則
清
、
非
其
地
則
濁
。

清
者
爲
陽
、
人
之
所
尊
也
、
以
之
濯
首
飾
之
纓
、
豈
仁
則
榮
、
人
所
尊
戴

之
意
邪
。
濁
者
爲
陰
、
人
之
所
賤
也
、
以
之
濯
下
體
之
足
、
豈
不
仁
則

辱
、
人
所
卑
賤
之
意
邪
。
由
是
觀
之
、
水
之
性
未
嘗
不
潔
、
而
或
清
或

濁
、
非
性
之
罪
也
、
異
其
所
處
以
取
之
而
已
。
人
之
性
未
嘗
不
善
、
而
或

仁
或
不
仁
、
亦
非
性
之
罪
也
、
異
其
所
爲
而
取
之
而
已
。

孟
子
有
稱
夏
諺
者
、
有
稱
人
有
常
言

a
者
、
有
稱
孺
子
歌
者
、
蓋
性
命



− � −

陳暘孟子訓義校釈（三）

之
理
人
所
同
然
、
言
或
在
道
孟
子
取
之
。

樂
書
巻
第
九
十
三

b

［
校
勘
］

a　
「
人
有
常
言
」　
『
孟
子
』
の
句
の
引
用
で
あ
る
が
、
現
行
『
孟
子
』

諸
本
は
「
人
有
恆
言
」
に
作
る
。
こ
こ
は
宋
真
宗
の
諱
（
恆
）
を
避
け

た
の
で
あ
る
。
四
庫
全
書
本
は
「
人
有
恆
言
」
に
改
め
て
い
る
。
方
濬

師
本
は
「
常
言
」
に
作
る
。

b　
「
樂
書
巻
第
九
十
三
」　

国
会
図
書
館
蔵
宋
刊
本
「
樂
書
巻
第
九
十
三

終
」、
四
庫
全
書
本
「
樂
書
巻
九
十
三
」、
方
濬
師
本
「
樂
書
巻
九
十
三

終
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。

［
訳
］孺

子
あ
り
歌
ひ
て
曰
く
、「
滄
浪
の
水
清
け
れ
ば
、
以
て
我
が
纓
を
濯

ふ
べ
し
。
滄
浪
の
水
濁
ら
ば
、
以
て
我
が
足
を
濯
ふ
べ
し
」
と
。
孔
子
曰

く
、「
小
子
之
を
聽
け
。
清
け
れ
ば
纓
を
濯
ひ
、
濁
ら
ば
足
を
濯
ふ
。
自

ら
こ
れ
を
取
る
な
り
」
と
。

水
の
物
質
と
し
て
の
性
質
は
、
出
現
す
る
に
は
源
が
あ
り
、
流
れ
行
く
に

は
委
ね
る
も
の
が
あ
る

1
。
適
し
た
場
所
を
得
れ
ば
清
く
、
適
し
て
い
な
い

場
所
で
は
濁
る
の
で
あ
る
。「
清
」
は
陽
で
あ
り
、
そ
れ
を
人
は
尊
重
す
る
。

清
水
で
頭
部
を
飾
る
纓
を
洗
う
の
は
「
仁
な
れ
ば
栄
え
る

2
」
と
い
う
こ
と

で
、
人
が
尊
重
し
て
戴
く
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。「
濁
」
は
陰
で
あ
り
、

そ
れ
を
人
は
蔑
む
。
濁
水
で
下
半
身
の
足
を
洗
う
の
は
「
不
仁
な
れ
ば
辱
め

ら
る

3
」
と
い
う
こ
と
で
、
人
が
卑
し
ん
で
蔑
む
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
、
水
の
性
質
は
清
潔
で
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
澄

ん
だ
り
濁
っ
た
り
す
る
が
、
そ
れ
は
本
来
の
性
質
の
罪
で
は
な
い
。
存
在
す

る
場
所
が
異
な
る
た
め
、
異
な
る
状
態
と
な
る
の
だ
。
人
間
の
本
性
は
善
良

で
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
仁
者
に
な
っ
た
り
不
仁
者
に
な
っ
た
り
す
る
が
、

そ
れ
は
本
性
の
罪
で
は
な
い
。
行
為
が
異
な
る
結
果
、
そ
う
し
た
結
果
を
招

く
の
だ
。

孟
子
は
「
夏
の
諺
に

4
」
と
し
て
引
用
し
た
り
、「
人
に
常
の
言
あ
り

5
」

と
し
て
引
用
し
た
り
、「
孺
子
歌
ふ
」
と
し
て
引
用
し
た
り
す
る
。
思
う

に
「
性
命
の
理
」
と
し
て
は
人
は
み
な
同
じ
で
あ
る
の
で
、
言
葉
が
道
に
か

な
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
孟
子
は
そ
れ
を
採
用
す
る
の
で
あ
る
。

（
樂
書
巻
第
九
十
三
）

［
注
］1　

「
源
」「
委
」
を
並
列
し
た
用
例
と
し
て
は
「
三
王
之
祭
川
也
、
皆
先

河
而
後
海
、
或
源
也
、
或
委
也
、
此
之
謂
務
本
」（『
禮
記
』
學
記
）
が

あ
る
。
鄭
玄
の
注
に
「
源
は
泉
の
出
づ
る
所
、
委
は
流
れ
の
聚
ま
る

所
。
始
め
一
勺
よ
り
出
で
、
卒
ひ
に
測
ら
ざ
る
を
成
す
（
源
泉
所
出

也
、
委
流
所
聚
也
、
始
出
一
勺
、
卒
成
不
測
）」
と
あ
る
。『
禮
記
』
の

「
委
」
は
委
積
の
「
委
」（
あ
つ
ま
る
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
「
訓
義
」

の
「
委
」
は
委
付
の
「
委
」（
ま
か
せ
る
）
で
あ
ろ
う
。
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2　
『
孟
子
』（
公
孫
丑
章
句
上
）
に
よ
る
。「
孟
子
曰
、
仁
則
榮
、
不
仁

則
辱
」
と
あ
る
。

3　

注
2
参
照
。

4　
『
孟
子
』（
梁
惠
王
章
句
下
）
に
よ
る
。
齊
の
宣
王
が
孟
子
に
「
雪

宮
」
を
設
け
て
楽
し
む
こ
と
の
是
非
を
問
う
た
時
、
孟
子
は
景
公
と
晏

嬰
の
問
答
を
引
い
て
答
え
た
。
そ
の
中
の
晏
嬰
の
言
葉
に
「
夏
の
諺
」

が
引
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
夏
諺
曰
、
吾
王
不
遊
、
吾
何
以
休
、

吾
王
不
豫
、
吾
何
以
助
（
夏
の
国
の
こ
と
わ
ざ
に
言
う
。「
我
々
の
殿

様
が
お
遊
び
に
な
ら
な
い
の
に
、
我
々
が
休
息
で
き
よ
う
か
。
殿
様
が

お
楽
し
み
で
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
助
け
て
い
た
だ
け
よ
う
か
」
と
）」

と
あ
る
。

5　
『
孟
子
』（
離
婁
章
句
上
）
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
「
孟
子
曰
、
人
有
恆

言
、
皆
曰
天
下
國
下
（
世
の
人
は
決
ま
っ
て
言
う
。「
天
下
国
家
」
な

ど
と
）」
と
あ
る
。

（
二
〇
〇
八
、三
、三
〇
）


